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要 約

本研究では､家庭教育について､幼稚園児をもつ親206名から得たデータをもとに､アンケート調査を実施し

た結果を報告している｡｢親の意識の変化｣に焦点を当てて､家庭で重要と思われることと､実際に実行してい

る程度の差を調べることで家庭の教育力の低下を考えた｡その結果① 【子どもの反社会的行動への規制】【対人

的なやりとり】【親子の触れ合いに関するもの】については教育する力が強く､【大人の時間的余裕を必要とす

るもの】【子どもの行動を規制するもの】に関しては教育する力が低いことがわかった｡

本調査において､近年の親は自分の養育者から受けた育児をそのまま実践しているのではなく､影響を受け

ながらも自分流の子育てをしている､ということがわかった｡そして､その内容については ｢好きな所 ･良か

ったと思う所｣を取り入れている割合は非常に高く､｢嫌いな所｣を自然と行っている割合は意見を二分した｡

これらを教育する力の低下の是非を問う判断材料とする時､少なくとも親の意識は ｢低下していない｣という

認識を持っていると考えられるであろう｡やはり､家庭の教育力の低下の原点は ｢力不足｣ではなく ｢意識の

変化｣にあると言える｡

キーワード:家庭の教育力､親の意識､幼稚園児の親へのアンケート

はじめに

近年､｢子どもが変わった｣とよく聞かれるように

なった｡実際に､学校や幼稚園の教師の多くが子ども

達の変化を感じている (2000北海道新聞)｡その変化

とは､｢我慢強さ｣｢基本的生活習慣の未定着｣｢自己
中心性｣等については ｢低下した｣と感じており､逆

に ｢自分の意見を言う｣｢計算力｣等については ｢良
くなった｣と感じているというものである (1999ベネ

ッセ教育研究所)0 ｢低下した｣項目については子ども

が体得的に学び取っていくものが多く､｢子どもが変

わった｣とは決して肯定的な意見ではなく､この変化

を問題としてとらえているということがいえるだろう｡

近年､社会問題になっている幼児､児童の変化と言

えば ｢学級崩壊｣｢生活の夜型｣｢発達異変｣｢血HDJ
｢体力低下｣等がある｡幼稚園教育要領改訂にともな

った放任保育ゆえの ｢学級崩壊｣(尾木)や､メディ

アやテレビゲームの普及ゆえの ｢体力低下｣(劫の黒川)

などその変化に関して様々な要因が取りざたされてい

る｡しかし､筆者は子どもの生活の主体は家庭であり､

根本の ｢家庭教育｣に焦点をあてられるべきではない

だろうかと思う｡なぜなら､幼稚園による放任保育や

メディアの普及が子どもの変化を引き起こす大きな要

因だったとしても､子ども全員が一様に同じ変化を起

こしてはいないからである｡子どもが変化を起こすか

否かは､子どもが各々で過ごす家庭生活が大きく影響

していると考えられるのである｡
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そこで､近年の家庭教育に関して次のようなデータ

がある｡子どもの変化に合わせて ｢親の変化｣も問題

視されているというものである｡｢子どものわがまま

と受け入れてやるべきことの区別がついていない｣｢基
本的生活習慣を身につけさせる配慮が弱い｣｢しっか
り遊ばせていない｣等の項目について親の変化を感じ

る､と多数の保育士はいう (1998臨床教育研究所

｢虹｣)｡また､｢夜型｣の生活を送っている子どもも

増加しており､大人の生活に子どもを合わさせている

という現状もある｡社会のみる 子̀ どもの変化"とは､

家庭教育の揺るぎを示唆していると言っても過言では

ないだろう｡それを反映するかのように､｢家庭の教

育力は低下した｣と子どもをもつ人の7割近くが肯定

している (2001国立教育政策研究所)0

しかし､一方で家庭の教育力の低下は一部のもので

あり､全体としてはしつけは都市部を中心に過熱して

いるという説もある (1999広田)｡現代を ｢地域共同

体が消失し､学校が不信の目にさらされる中で家庭の

責任がより強まっている｣と位置づけている｡そして､

少子化により親たちは､子どもの教育やしつけに､よ

り熱心になってきているとしている｡教育力の低下が

いわれる要因は階層差や地域差にあるとし､｢家庭の

教育力が低下した｣のではなく､｢子どもの教育に関

する最終的な責任を家族という単位が一身に引き受け

ざるをえなくなってきた｣という広田の意見もある｡

家庭の教育力の低下については､国立政策研究所の
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調査 ｢家庭の教育力再生に関する調査報告書｣に代表

されるように､国の政策としても重要視されている｡

当研究では､この間題について､時代とともに変化す

る ｢親の子育てに関する考え方の変移｣が一要因では

ないかと考え調査を進めていく｡なぜならば､子ども

の変化は多数の要因が重なり合って起こるという捉え

方ができるが､その要因を親の意識一つでコントロー

ルしうるからである｡筆者はそこに問題点を感じ､子

育てに関して､重要と考える程度と実行している程度

の差から伺えることを中心に ｢家庭の教育力の低下｣
の詳細を探っていきたいと考える｡

また､家庭の教育力の低下については､親の学歴に

より二極化しているという説もあるが､本研究では社

会全体の考え方の変移について考察していくため､親

の学歴からの視点では分類しないこととする｡

1 先行研究

第1節 子どもの変化の現状について

｢家庭の教育力が低下している｣と､子どもを持つ

7割近くの人が感じているという世論調査がある(孤
国立教育政策研究所)｡しかし､このように言われる

根本にあるものとは一体何なのであろうか｡近年は､

青少年による凶悪事件が増加し､その度に家庭のしつ

けに問題を返される時代である｡このような側面から

考えても､家庭の教育力の低下の根本にあるものとは､

｢変化した子どもの姿｣と言う事ができるだろう｡現

代の子どもの変化には ｢学級崩壊｣｢生活の夜型｣｢発
達異変｣｢ADHDJ｢体力低下｣等がある｡
｢学級崩壊｣の現状としては､｢小一プロブレム｣

と呼ばれる小学校の集団生活に順応しきれていない子

どもの存在や､小学校高学年を中心とした ｢授業妨害｣

等がある｡子どもの変化は1996､1997年頃から教育関

係者の間で激変したと言われるようになったが (1999

尾木)､その変化は1990年の幼稚園教育要領と保育所

保育指針の改訂と一致していると考えられている｡自

由と放任を混同してしまった園も少なくなく､けじめ

と個性の両立に温度差が生じてしまったことが主要因

という見方がある (1999西日本新聞)0

｢生活の夜型｣は､最近､最も顕著に表れている子

どもの生活の変化である｡1995年度と2000年度の調査

の比較では､就寝時間に関して､幼稚園児はほとんど

変化がなかったが､保育園児は全体的に遅くなってい

ることがわかった (2000ベネッセ教育研究所)｡特に

9時頃の就寝が減少し､9時半頃や10時頃の就寝が増

加した｡しかし､この子どもの変化は､子どもが変わ

ったのではなく親が子どもを変えたということができ

るのではないだろうtか｡親の生活に子どもの生活を合

わせてしまっている現状をうかがうことができる｡ま

た､このことから､『親の変化』が存在するといえる

だろう｡

｢発達異変｣については､主に保育者の視点からみ

て ｢手のかかる子ども｣が増加したということである｡

ときどき衝動的な行動を起こしたり､じっとしていら

れない子どもが増加している｡このことを小関は ｢確

かに子ども達に異変が起こっており､2つの要因があ

る｣という｡1つ目は､子どもの発達の基礎は3歳ま

でに脳が受ける刺激にあり､現代社会には子ども達の

脳に悪影響を及ぼす刺激が数多くある､というもので

ある｡そして､2つ目は､よく行動を観察すると､脳

に微細な障害があると思われる子どもの着実な増加が

みられるというものである｡これらの原因やメカニズ

ムは明らかとなっていないが､複数の医療関係者から

このような指摘がある (1999西日本新聞)0

｢ADHD｣は注意欠陥､多動性障害という脳内の神
経伝達物質の異常からくる神経疾患の一種とされてい

る｡1学級に1人という割合で発症し､落ち着きがな

かったり､集中力がないといった共通性がみられる｡

日本の管理教育の中では問題児とされがちであるが､

え方が広まっている (司馬)0

｢体力低下｣について､1980年代をピークに子ども

達の体力が低下しているというデータがある (文部科

学省)｡これに関し､松浦は体力低下の理由に､食生

活の変化と疲れを回復することと発達に必要な休息の

減少をあげている｡そして､外遊びの減少により運動

の機会が失われたことも大きく影響していると考えら

れている｡体力がないと集中力が持続しないというこ

ともあり､教育現場では様々な日常生活との関連を重

視し､体力低下を問題視している｡

第2節広田の研究について

第1節において子どもの変化を述べたが､この変化

の要因を家庭教育に求める社会の動きに警鐘を鳴らし

たのが広田照幸 (1999)である｡広田は､近年は家庭

の教育力が低下したと言われるが､そもそも昔は教育

力が高かったのか､という疑問から出発している｡

この結果､昔は村ではしつけや人間形成の機会は地

域や親族のネットワークに拡散的に由め込まれ､都市

でも家族という単位が流動的であり経済的 ･時間的余

裕の少ない多くの親は子どもをなおざりにしがちであ

った｡言い換えると､昔は農村でも都市でも､多くの

親たちはしつけや家庭教育に必ずしも十分な注意を払

っていなかった､ということである｡

しかし､このような社会の在り方は､大正 ･昭和の

新中間層の教育関心をえて､高度経済成長期に家族関

係や生活意識が変化したことを受けて大きく変容して
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いった｡生産から消費へと移行した家族が長期的な視

点に立って ｢よりよい生活｣をしていくには､子ども

の教育がかつてないほど大きな意味をもつようになった｡

そうした流れの中で､子どものしつけや教育の責任者

が家庭に一任されていくようになったのではないか｡

つまり､時代が進むにつれて子どもへの責任が､地

域 ･学校 ･家庭から家庭のみになり､家庭の教育力は

低下したというよりもむしろ教育に対する意識はます

ます強まっている､と結論づけられている｡子どもの

しつけ-の不満は､親の学歴等の階層差などから生じ

る価値観の多様性が存在し､全体ではなく二部の親へ

のものである､としている｡

第3節 清川の研究について

第2節では広田の ｢子どもの教育の責任が家庭へ移

行したことで､教育する家族が社会全体に広まった｣

という説を取り上げた｡しかし､地域共同体の教育が

崩壊したことで教育の責任が家庭にゆき､母子密着型

の子育てを行うようになった親たちは､現代子育ての

落とし穴にはまっていると提唱したのが清川である｡

本論文には､現代社会の子育てに多くの示唆を与える

清川の研究と共通する所があるため､一度清川の研究

をみてみたいと思う｡

清川は問題行動発生のメカニズムを次のように説明

している｡第一段階の一つ目は ｢抑制型｣の子どもの

誕生である｡1960年代以降日本の家庭は消費の単位と

なり､その家庭の本質の変質と時を同じくして､｢育

児 ･教育の共同性｣の喪失が進行し､その結果子育て

は必然的に ｢私化｣されていった｡｢子育てをしっか

り｣｢家庭教育が大事｣というプレッシャーの中で､
親たちは子どもを管理して子どもの行動を抑制するの

が ｢抑制型｣の子どもの誕生である｡抑制型の子ども

は母親の快と感じる行動を自然と行うようになること

から､自主性や創造性が育まれにくいとしている｡二

つ目は､あらゆるモノを子どもが望む前に与えられる

ことで ｢耐性｣が育っていない子どもが増加した､と

いうものである｡子どもの数が少なく消費の単位とな

っている現代の家庭では一方的にモノが与えられ､幼

児期に必要な忍耐力が培われないとしている｡三つ目

は､地域社会における子育ての共同性が喪失し､子ど

もの発達の遅れや歪みを修正してくれる地域社会の ｢子

育て修正機能｣は完全に喪失してしまったということ

である｡

第二段階は､学童期に起こるテレビ等の ｢メディア

漬け育児｣の広がりで､発達の遅れや歪みを増幅して

いるということである｡こうした育児を受けた子ども

達は､メディア-の長時間接触によって前頭葉を発達

させる外遊びや集団遊びの時間が激減している｡自己
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制御や未来を構想する ｢人間らしい｣心をつかさどる

前頭葉の発達も危うくなっているという｡

そして､第三段階は､小学校高学年から中学､高校

にかけて様々な問題や壁にぶつかった時に､内面のブ

レーキがかからない状態になることである｡自主性や

主体性が十分に身についていない上に､耐性が育まれ

ていない子ども達は ｢逃げる｣ことを選択する｡逃げ

る場所は ｢親思いで優しい｣子ほど､｢子ども部屋｣
を選び､思春期を迎える頃､親と子の立場が逆転して

手がつけられなくなる.また､.そこまではいかなくて

も､同じメカニズムで ｢キレやすい｣子どもーも発生す

る｡つまり､現代の日本社会では普通の子育てのなか

にそうした子どもを生み出す土壌があり､一見普通に

見える子どもでも内面はノーブレーキ状態といった子

どもが､現代子育ての歪みを象徴する現象といえるの

である｡

第4節 当論文の展望について

第1節で子ども達の変化の実態を挙げたが､｢学級

崩壊｣や ｢体力低下｣は第3節の清川の問題行動発生

のメカニズムの過程において一部を説明することがで

きるだろう｡また､｢発達異変｣や ｢ADHD｣につい
ては､原因が脳の障害や神経疾患などとされているた

め今後の見解も医療的視点からなされるべきである｡

よって､本研究では ｢生活の夜型｣や ｢体力低下｣な

ど､家庭が強く影響しうると考えられる子どもの変化

を中心として研究を進めていく｡

また､第-節の広田の研究を広げて､｢教育する家

族｣の社会全体への広がりの中にも段階があると考え

ていく｡家庭教育の重要性が広まり始めた高度経済成

長期以降の家庭と､その時期に子どもであった近年の

親が持つ家庭では子どもの教育に対する考え方が異な

ると思い､その二段階に区分する｡そして､当研究で

は､二段階目つまり近年の親に焦点を当てて考えてい

く｡なぜなら､｢家庭教育を重要視した時代に育った

現代の親は､養育者の子育てを客観的にとらえ自分な

りの価値観を形成しているだろう､と考えたからであ

る｡なお､二段階目の始まりである1995年前後は､｢子

どもが変化した｣という声が教育現場で増加した時期

と一致している｡

2 問題 ･目的及び仮説

第1節 問題 ･日的

近年､｢家庭の教育力は低下した｣というのが社会

一般の見解であるが (2001国立敦育政策研究所)､そ

れらは子どもの変化から認識されていることだろう｡

青少年の凶悪犯罪が起こる度に家庭教育のあり方が問

題にされ､学級崩壊に関しても学校で起きている問題
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にもかかわらず家庭教育のあり方の問題として取り上

げられる傾向にある｡

第1章の先行研究において ｢地域共同体の崩壊によ

り､家庭が教育の責任を一身に受けざるを得なくなっ

た｣(1珊広田)｢家庭における母子密着型の子育ては､

子どもを抑圧している｣ということを述べた｡｢教育

が家庭の責任である｣というプレシヤーから､親は子

どもに対して厳しく接しているのが近年の子育ての現

状なのであろうか｡親に真に甘えられない子どもが増

加し､情緒が安定しないことから ｢荒れる･キレる子

ども｣｢自己チュ一児｣が増加しているという説もあ
る (2003鈴木)｡つまり､｢教育力の低下｣と言われ

ている一因には､家庭に責任が強く圧し掛かったゆえ

の悪循環の結果とも捉えることができるだろう｡

しかし､一方で､教育力低下の社会的な見解は ｢親

の過保護や甘やかし｣や ｢放任｣など ｢家庭の教育す

る力そのものが低下した｣というものなのである (20x2

国立教育政策研究所)｡この二つの矛盾は､広田は ｢親

の学歴や階層差によるもの｣であり､｢教育する力の

低下｣は一部のものとしている.しかし､筆者はそれ

だけではないと考えている｡なぜならば､｢教育する

家族｣が誕生したのは高度経済成長を経た1970年代以

降であり､近年の家族は ｢教育する家族｣の第二期目

に当たるからである｡学歴中心の社会の加熱が少し冷

め､｢ゆとり｣を求め始めた時代の流れに沿うように､

親の意識も変化して当然であろう｡自分が受けた強い

｢教育的な子育て｣を全面的に肯定するのではなく､

自分の受けた子育ての経験と自らの価値観を持って ｢自

分の育児｣を行っているのが近年の親であろうと思う

のである｡

｢家庭の教育力｣の低下の背景には､様々な要因が

組み合わさっているであろうと考えられる｡過去の研

究には､地域共同体の崩壊等の社会のあり方の変化や

家庭に教育の責任が-任されるようになった'0えの歪

みなど様々な視点から研究が進められている｡しかし､

親の意識との関連に注目して､家庭の教育力の低下を

検証した研究はみられない｡よって､当研究では､近

年の親が子育てにおいて何を大切にしているかを明ら

かにすると共に､重要と考える程度と実行している程

度の差から､どの項目において ｢教育する力の低下｣

があるのか明らかにすることを目的とする｡

第2蔚 仮説

1)家庭の教育力の低下の実態について

1996,7年頃から子どもの変化を顕著に感じるよう

になったという学校関係者の報告がある｡尾木によれ

ば､幼稚園教育要領 ･保育所保育指針改訂の時期と一

致するという｡しかし､全ての子どもが同じように変

化を起こしてはいない｡つまり､1996,7年の変化の

増加に-敦するものとして､｢教育する家族｣の2世

代日の誕生に注目すべきであろう｡つまり､教育する

家族の二世代目である近年の親は､重要と考えるもの

など､子育てにおいて自分なりの ｢価値観｣をもって

いるのではないか､と考えた｡

1.予備調査等においても､近年の保護者は挨拶や思

いやりなど ｢対人的｣な面を重要と考えていることが

伺える｡

このことから､近年の親は､社会的な項目に関して

重要と考え､それを子どもに定着させる為の子育てを

実行している､と推測できる｡

2.清川 (2003)の報告にもあるように､近年メディ

ア視聴の悪影響による異変を起こす子どもが増加して

いる｡また､子どもの体力の低下も懸念されており､

家庭の教育力の低下を疑問視する要因の一つとなって

いる｡

このことから､家庭の中で親子間のやりとりが中心

と思われる項目に関しては､重要と考える程度もそれ

を実行している程度も低い､と推測される｡

3.ベネッセの子どもの生活調査にもあるように､近

年おけいこ事や学習塾等に通う幼児が6割を超えてい

る｡

このことから､近年の親は､子どもの教育に関して

早期から学ばせる事が必要と考え､またそれを実行し

ていると考えられる｡

2)養育者の子育てとの関連について

社会は近年の親の子育てと昔の子育てを比較して､

教育する力が低下したという捉え方をしている｡昔自

分が受けていた子育てを実行できていなければ ｢低下

した｣ということができるだろう｡

このことから､｢自分が受けた養育をどの程度実行

しているのか｣等､養育者から受けた子育てとの関連

を明らかにしていきたい｡

3 調査方法について

第1節 予備調査について

1.日的

本調査に用いる質問項目を決定する際､近年の ｢子

どもの様子｣や ｢家庭のあり方｣について､日々子ど

もと直接接している教師の問題意識を反映させるため

である｡｢家庭｣を第三者的な立場から捉えることの

できる者として教師を選択した｡

2.調査期間
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平成15年6月～7月

3.調査対象

相原市内5園と香芝市 1園の幼稚園教諭

4.回収状況

40名の回答を回収 (回収率89%)

5.手続き

近年の保護者や子どもの傾向等について､自由記述

で回答を求める｡

8.調査内容 ･結果

間1)｢近年に見られる保護者の方の傾向｣につい
ては､過保護な親と放任主義の親が目立つという意見

が多くみられた｡又､家庭でのしつけを園に頼る親や､

親自身が模範的な行動を示していない (言葉が乱暴 ･

園のきまりが守れない等)､という回答が得られた｡

間2) ｢保護者の希望や不満など｣については､行

事の際のマナーや提出物の提出の悪さが指摘されてい

た｡子育てに関しては､言葉だけでなく行動で模範を

示すことと､わがままとやんちゃの区別や物事のけじ

めをつけることを求めていた｡

間3) ｢近年にみられる子どもの傾向｣については､

体力 ･忍耐力 ･意欲 ･継続力 ･友達と関わる力等につ

いて低下を感じる｡又､自分の言いたいことを最後ま

で言い通す力が強く､嫌なことを聞き流す､家庭では

違うのに園にくるとわがままになる等過去にはあまり

見られない傾向もみられた｡

間4) ｢近年､保護者が子育てにおいて大切にして

いること｣については､知識 (習い事含むト 人との

関わり･優しさや思いやり･挨拶というBl答が多くみ

られた｡また､周りへの順応性や他の子どもと同じで

あることを大切にしている､という意見も得られた｡

第2節 本嗣萱について

1.調査日的

家庭の教育力の低下について幼稚園児の保護者に "重

要と考える程度"と "実行している程度''の差を調べ

ることで､現代の保護者は子育てにおいて何を大切に

しているかを探るとともに､教育力低下の詳細を明ら

かにするため

2.調査時期

平成15年10･11月配布､それぞれ配布後1-2週間

で回収

3.調査対象

大阪市立Ⅰ幼稚園と相原市立K幼稚園､及び香芝市

にあるH幼稚園の幼稚園児をもつ保護者

4.回収状況

296名配布で206名回収 (回収率70%)

5.調査方法

各園を通して配布 ･回収
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6.手続き

予備調査で得られた現在の家庭教育の問題意識､及

び､国立教育政策研究所の 『家庭の教育力再生に関す

る調査研究』を元にした39の質問項目に対し4段階で

"重要と考える程度"…実行している程度"それぞれ

に回答を求める｡又､回答者の親の子育てと関連させ

てほの質問項目に対し4段階で回答を求める｡最後に､

回答者の親の子育てと自身の子どもへの願いについて

の自由記述｡

7.調査内容

①子どもとの接触態度25項H ②子どもの生活の様

子14項目 ③回答者自身の子育てに関する考え方 ④

養育者から受けた子育てと自分の子育てとの関係に関

連した12項目のそれぞれについて4段階で回答を得た｡

第4章 結果

本調査について

1.調査対象者 (以下､保護者)の属性 (N-206)

(1)保護者の園児との関係

回答者の97% (194人)が母親であった｡保護者の

年齢図1に示されているように､回答者の78% (1恥入)

が30代であり､続いて40代､20代が十数名であった｡

保護者は子ども3-6歳児の親が大多数であった｡園

児の性別男児56%とやや男児が多かった｡住んでいる

地域は大阪市 ･相原市 ･香芝市がほぼ同じ割合であっ

た｡

2.保護者と園児との関わりや園児の生活の様子につ

いて

ここでは､"重要と考える程度"と -"実行している

程度"の関係を①平均値②グラフの頻度の2つの視点

から結果をあらわす｡①の考え方は重要と考える程度

と実行している程度､つまり理想をどの程度またはど

の項目において実現しているかを計るものであり､②

の考え方は重要と考える程度や実行している程度の考

え方の分布をみるためのものである｡

① 平均値の視点から

平均値を用いて､a:差が大きいもの (差0.5以上)

b:差が小さいもの (差0.2以上0.5未満)C:差がほ

とんどないもの (差0.2未満)d:実行している程度

が重要と考える程度を上回るもの､の4つの項目に分

類する｡

なお､対応のある平均値の検定を行った結果､38項

目中34項目において有意な差がみられたため4つの項

目に分類することとした｡差がみられなかった4項目

は ｢おけいこや学習塾に通わせる｣｢わがままをきい
てやる｣｢就学前に簡単な数字や文字を家庭で教える｣｢大
人のいいつけは守るよう伝える｣であった｡
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(平均値の視点から)

家庭の教育力の低下と親の意識の変移について

表 1 保護者と園児とのかかわりや､園児の生活の様子について

重 要 実 行 差. 重 要 実 行 差

スキン 3.89 3.53 0.36 時 間 3.85 3.42 0.43

話聞 く 3.96 3.3 0.66 習 慣 3.73 3.36 _0.35

話する 3.15 2.82 0.33 運 動 3.81 3.09 0.72

違 ぶ 3.76 2.82 0.94 栄 養 3.93 3.31 0.62

友 達 2.55 2.46 0.09 好き嫌い 3.73 3.24 0.49

見 本 3.71 2.94 0.77 姿 勢 3.63 3.15 0.48

叱 る 3.99_ 3.93 0.05 清 潔 3.85 3.66 0.18

言葉遣い 3.84 3n 0.13 家庭挨拶 3.87 3.65 0.22

理由言う 3.96 3.62 0.34 感 謝 3.97 3iS3 0.14

手伝い 3.67 3.09 0.58 道で挨拶 ･3.93 3.65 0.28

大 切 3.93 3.56 0.37 視聴時間 3.53 2.6 0.96

尊 重 3.47 3.1 0.38 番組内容 3.33 2.84 0.49

指 示 2.74 2.52 0.16 文 字 3.23 3.22 0.01

わがまま 2A4 2.48 -0.04

我 慢 3.81 3.5 0.31

ゆっくり 3.71 3.03 0.69

自分する 3.81 ･3.29 0.52

自己決定 3.39 3 0.40

違 い 2.87 2.55 0.32

経 験 3.75 3.27 0.47

交 流 2.89 2.57 0,32

礼 子 3.81 3.41 0.40

個 性 3.71 3.13 0.57

a:差が大きいものは以下の10項目である｡親が子ど

もと向き合う時間を多く必要とするものや､子ど

もの行動に関してのものが多いといえる｡

･じっくり向き合って遊ぶ (差0.94)

･テレビを視聴する際は､視聴時間をきめて見せる

(差0.86)

･子どもの見本となるような言動をとる (差0.77)

･よく歩かせたり､外で遊ばせる (差0.72)

･行動をゆっくり見守る (差0.69)

･話をゆっくり聞く (差0.66)

･栄養バランスのとれた食事をとらせる (差0.62)

･手伝いを与くさせる (差0.58)

･個性を大事にした子育てをする (差0.57)

･自分のことは自分でさせる (差0.52)

b:差が小さいものは以下の18項目である｡子どもの

生活する態度に関するものや親子の触れ合いに関

するもの､対人的なものが多いといえる｡

･テレビを視聴の際は､番組内容を選んでみせる

(差0.49)

･食べ物の好き嫌いをなくすよう注意する (差0.49)

･本やテレビを見るときは､姿勢を正させる (差噛

･家庭の外へ連れ出し､たくさんの経験をさせる

(差0.47)

･子どもの生活時間を決める (差0.43)

･親子で過ごす時間を大切にする (差0.40)

･自分のことは自分で決めさせる (差0.40)

･したいと思ったことを尊重して､それをさせる

(差0.38)

･物を大切にするよう伝える (差0.37)
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･スキンシップを大事にする (差0.36)

･基本的生活習慣をこまめに教える (差0.35)

･叱るときには理由を伝える (差0.34)

･子どもに自分の話をする (差0.33)

･たくさんの大人と交流する機会をつくる (差032)

･家庭と幼稚園の違いを意識して子育てをする

(差0.32)

･時にはがまんをさせる (差0.31)

･親しい人に会った時は挨拶をさせる (差0.28)

･家庭内での挨拶をきちんとさせる (差0.22)

C:差がほとんどないものは以下の7項目である｡子

どもの反社会的行動に関するものが多いといえる｡

･指示したことをしなくても､特に気にとめない

(差0.16)

･感謝や謝罪の気持ちを言うようにさせる (差0.14)

･乱れた言葉遣いは注意する (差0.13)

･大人のいいつけは守るよう伝える (差0.12)

･子どもと友達のように接する (差0.09)

･悪いことをしたときにはきちんと叱る (差0.05)

･就学前に簡単な数字や文字を家庭で教える (差0.01)

d:実行している程度が重要と考える程度を上回るも

のは以下の3項目である｡近年の子育ての傾向と

して､よくみられるものばかりであった｡

･わがままをきいてやる (差-0.04)

･おけいこや学習塾に通わせる (差-0.07)

･子どもをおしゃれにする (差-0.24)

② グラフの頻度の視点から

同じ質問項目に対しての "重要と考える程度"と "実

行している程度"を並べて折れ線グラフにし､そのグ

ラフの傾きから1)グラフの傾きがほぼ一致するもの

2)グラフの傾きが一致しないもの3)重要と実行が

逆転しているもの､の大きく3つに分類する｡

また､その中でも度数の分布する傾向が似ているも

のを集めて細かく分類していく｡

1) グラフの傾きがほぼ一致するもの

a:重要は ｢重要｣実行は ｢実行｣が高いものは以下

の7項目であった｡子どもの反社会的行動に関し

てのもの､対人的なものが多いといえる｡

･悪いことをしたときには叱る (図1)

･大人のいいつけは守るよう伝える

･乱れた言葉遣いは注意する

･感謝や謝罪の気持ちを言うようにさせる

･清潔を保つようにさせる

･家庭内での挨拶をきちんとさせる

･親しい人に会った時は挨拶させる
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b:重要は ｢やや重要｣実行は ｢ときどき実行｣の割

合が高いものは以下の2項目であった｡子育てに

おいての 『ゆとり』と考えられるものであった｡

･子どもに自分の話をする

･わがままをきいてやる (図2)

C:重要は ｢やや重要 ･あまり重要でない｣｢ときど
き実行 ･あまり実行せず｣の割合が高いものは以

下の4項目であった｡｢実行 ･実行せず｣と意見

が2通りに分かれたことから､親の考え方にも多

様性がある項目といえる｡

･友達のように接する (図3)

･指示したことをしなくても､特に気にとめない

･たくさんの大人と交流する機会をつくる

･家庭と幼稚園の違いを意識して子育てをする

10080人 60数天40200 +[室 二｣
4 3 2 1

2)グラフの傾きがあまり一致しないもの

d＼:重要は ｢重要｣実行は ｢実行 ･時々実行｣の割合



22 家庭の教育力の低下と親の意識の変移について

が高いものは､以下の8項目であった｡親の言葉

による注意に関するものや親子の触れ合い､子ど

もの生活に関するものが多いといえる｡

･時には我慢をさせる

･叱るときには理由を伝える

･基本的生活習慣をこまめに教える (図4)

･スキンシップを大事にする

･物を大切にするよう伝える

･親子で過ごす時間を大切にする

･子どもの生活時間を決めている

･好き嫌いをなくすよう注意する

e:重要は ｢重要｣実行は ｢ときどき実行｣の割合が

高いものは以下の11項目であった｡大人の時間的

余裕を必要とするもの､子どもの行動を指示する

ものが多いといえる｡

･家庭の外へ連れ出し､たくさんの経験をさせる

･本やテレビを見るときは､姿勢を正させる

･自分のことは自分でさせる

･個性を大事にした子育てをする

･手伝いをよくさせる

･栄養バランスのとれた食事をとらせる

･話をゆっくり聞く (図5)

･行動をゆっくり見守る

･よく歩かせたり､外で遊ばせる

･子どもの見本となるような言動をとる

･じっくり向き合って遊ぶ

f:重要は ｢重要 ･やや重要｣実行は ｢ときどき実行｣

の割合が高いものは以下の2項Hであった｡子ど

もの主体性に関するものであった｡

･したいと思ったことを尊重してそれをさせる

(図6)

･自分のことは自分で決めさせる

150160人数△ 500 臣 二 ~をさ.せる

4 3 2 1

g:重要は重要-重要でないもの-と減少する比例の

グラフであるが､実行は実行 ･ときどき実行 ･あ

まり実行せずの割合がほぼ一定のものは以下の2

項目であった｡テレビの視聴に関するものであった｡

･テレビを 視聴の際 は ､番組内容を選んでみせる

(図7)

･テレビは 視聴時間 を決めてみせる

1201008 0人数 60△ 4 0200 でみせる

4 3. 2' 1

3)重要と実行が逆転しているものは以下の3項目で

あった｡近年の子育てにおいてよくみられるようにな

ったものばかりであった｡

･髪型や服装をおしゃれにする

･おけいこや学習塾に通わせる (図8)

･就学前に家庭で簡単な文字や数字を教える
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7060& 50天 40) 302010 る

4 3 2 1

3.保護者の子育てに関する考え方と､保護者が養育

者から受けた子育てとの関連について

ここでは､関連性のある2項目 (一部3項目)の度

数分布を比較することで結果を表す｡また､比較の方

法としては､比較対象を並べて折れ線グラフとし､グ

ラフの傾きと2線 (一部3線)の重なりにより考察す

るものとする｡

1)家庭の教育力の低下について

家庭の教育力の低下について ｢一般的｣｢自身の周
辺｣の二つの視点から回答を得た｡

｢教育力の低下はない｣とする回答はごくわずかで

あったが､一般と周辺では意識に違いが見られた｡-

股では ｢そう思う･やや思う｣の肯定意見が約76%

を占めたが､周辺では､ ｢あまり思わない｣の回答が

最も多く､肯定意見は約53%にとどまった｡

80&60茎40200 匡 霊= ]える

そう即 R?綿 つ あま脚 が 紗 が

2)養育者と自身の子育ての関係について

80& 60天 40200 彊 = コ係

即 や経 つあ主脚 が 紗 が
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保護者の子育てと､保護者が養育者から受けた子育

ての関係性について ｢子育ての内容の類似｣｢考え方
の共通｣という項目から回答を得た｡

2線のグラフはほぼ同じ傾きをみせ､ ｢やや思う｣
が最も高く､その次に ｢あまり思わない｣という結果

となった｡両者に関しては多少度数にひらきがあるも

のの､養育者の子育てとの関連には二通りのタイプが

あるといえる｡

3)養育者の子育てからの取り入れ

150^100致△ 50~0 臣 ｢れ

郎 入れ ああ穆港 あ与り 取小舟なし

図11 養育者の子育てからの取り

養育者から受けた子育てに関して､ ｢好きな所｣｢嫌
いな所｣2つの側面から取り入れている割合について

回答を得た｡

｢好きな所｣に関しては､ ｢取り入れている･ある

程度取り入れている｣の肯定意見が約92%を占めた｡

｢嫌いな所｣については､ ｢ある程度取り入れている｣

｢あまり取り入れていない｣が同数でそれぞれ全体の

約35%を占めた｡

4)子どもの育ち-の願いについて

自身の子育てにおいて､このような子どもに育って

ほしいという ｢願いの有無｣とその ｢願いを意識｣し

て子育てをしているかという2つの項目に関して回答

を得た｡

150人 100数人､一 500 言 =

あてli与る ああ酵 あ与り あ{ti昔が

｢願いの有無｣に関しては､94%が ｢あてはまる･

ある程度あてはまる｣の肯定意見であった｡｢願いを
意識｣に関しては､約74%が肯定意見であったが､
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｢願いの有無｣に対して ｢ある程度｣の割合が高かっ

た｡

5)子育てへの自信や不安について

一自身の子育てに関して ｢自信はあるか｣｢不安はあ
るか｣｢不安があったときの解決策はあるか｣という
3項目に対し､回答を求めた｡

｢自信はあるか｣という質問に対しては､｢あまり

ない｣が最も高く全体の約51%を占めた｡｢不安｣｢解
決策｣の2項Hのグラフはほぼ同じ傾きをみせ､｢あ

る程度｣｢ある｣の順に占める割合が高く､肯定意見
が7割前後と多数となった｡

第5章 考察

第1節 保護者と園児との関わりや､園児の生活の様

子について

① 平均値の視点から分類した4項目について､1項

目ずつ考察をすすめる｡

a:差が大きいもの (差0.5以上)について

重要と考える程度と実際に実行している程度に大き

な差があったものは､｢じっくり向き合って遊ぶ｣や

｢行動をゆっくり見守る｣｢話をゆっくり聞く｣｢自
分のことは自分でさせる｣など保護者､特に 【母親が

子どもと向き合う時間を多く必要とするもの】が4項

目あった｡また､｢テレビの視聴時間を決める｣や ｢よ

く歩かせたり､運動させる｣｢手伝いをよくさせる｣
など 【子どもの行動を規制するもの】も3項目あった｡

その他の項目としては ｢子どもの見本となる言動をと

る｣｢栄養バランスのとれた食事｣｢個性を大事にし
た子育てをする｣があった｡このことから､日々の生

活の中で､子どもと1対1で向き合うことの大切さを

意識しながらも､時間的に余裕のない母親の姿を想像

することができる｡そして､【子どもの行動面に関し
ての規制の弱き】であるが､｢見本となる言動をとる｣

の重要と考える程度と実行している程度の差が大きい

ことから､母親自身が子どもと同じ生活を過ごしてお

り､子どもの行動を規制する説得力や積極性が乏しい

のではないかと考えることができるだろう｡

b:差が小さいもの (差0.2以上0.5未満)について

重要と考える程度と実行している程度の差が小さか

ったものは､｢テレビ視聴は番組内容を選ぶ｣｢食べ
物の好き嫌いをなくすよう注意する｣｢姿勢を正させ
る｣｢子どもの生活時間を決める｣｢物を大切にする
よう言う｣｢基本的生活習慣をまめに教える｣｢時に
は我慢をさせる｣など 【生活する態度に関するもの】

が7項目であった｡また､｢家庭の外でたくさんの経

験をさせる｣｢スキンシップを大事にする｣｢子ども
に自分の話をする｣など 【親子の触れ合いに関するも

の】が3項目であった｡そして､｢大人と交流する機

会を多くつくる｣｢親しい人に挨拶させる｣｢家庭内
でのあいさつをさせる｣など 【対人的なもの】が3項

目､｢自分で決めさせる｣｢子どものしたいことを尊
重する｣など 【子どもの自立に関するもの】が2項臥

その他には ｢叱るときには理由を伝える｣｢家庭と幼
経国の違いを意識して子育てする｣が1項目ずつであ

った｡

これにより､差が小さいものの多くが 【子どもの生

活の態度に関するもの】であるが､これらがaの子ど

もの行動を規制するもの (差が大きいもの)でなかっ

たのは､母親の養育者から受けた､自然と身について

いることだからではないだろうか｡上記の7項目はほ

とんど子どもの頃からの育ちの中で築かれるものであ

り､大人になったからといって新しい習慣が形成され

るものではないからである｡一方で､【親子の触れ合

いに関するもの】の差が小さいのは､親子で過ごす時

間を大切にする近年の傾向が顕著に表れているといえ

そうだ｡また､【対人的】な関係についても挨拶を重

要項目の1位に考えている近年の親の傾向 (2002国立

教育政策研究所)を映し出しているだろう｡

C:差ほとんどないもの (差0.2以上0.5未満)につい

て

重要と考える程度と実行している程度にほとんど

差がないものは､｢乱れた言葉遣いを注意する｣｢大
人のいいつけは守るように言う｣｢悪いことをしたと
きにはきちんと叱る｣など､【子どもの反社会的行動

への規制】が3項目であった｡その他には ｢指示し

たことをしなくても特に気にとめない｣｢感謝や謝罪
の気持ちを言わせる｣｢子どもと友達のように接する｣
｢就学前に簡単な文字 ･数字を家庭で教える｣があ

った｡

｢感謝～｣については､bの 【対人的なもの】と同
質のものであるが､差がほとんどないということから

挨拶よりも 『ありがとう』『ごめんなさい』を言うこ
とをより重要だと考えていることがわかる｡また､上
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記で3項目あった 【反社会的行動への規制】に関する

ものも､対人的な要素を持つものの中でもより重要と

考えられていると言えるだろう｡つまり､社会の中で

の他人とのやりとりに関することに関しては実行度が

非常に高いということだろう｡｢友達のように～｣｢文
字 ･数字～｣に関しては (後ほど詳しく述べるが)差
がほとんどないものの分布にばらつきがあることから､

考え方と実行度ともに2極化していると考えられる｡

d:実行している程度が重要と考える程度が上回るも

の (差0.2未満)について

本調査において､重要が実行よりも高いものが一般

的であったが ｢わがままをきく｣｢おけいこや学習塾
に通わす｣｢子どもをおしゃれにする｣の3項目につ
いては逆転する結果となった｡

｢わがままをきく｣に関しては､aの 【子どもの行

動面の規制】に関しての項目と合わせ､近年､家庭の

教育力の低下の第一要因とされてきた 『親の過保護 ･

甘やかし』を裏付ける結果となった｡｢おけいこ～｣
に関しては､今や6割の幼稚園児が何らかのおけいこ

をしているというデータがあるが､それが本当に必要

性を感じてのものばかりでないことが明らかとなった｡

･平均値の視点からのまとめ

平均値の視点からの考察は､重要と考える程度と実

行している程度の平均値の差をとらえ､1つの項目に

対し､親の意識と実際に行っている実行度を測るもの

であった｡差が大きいものには 【母親が子どもと向き

合う時間を多く必要とするもの】【子どもの行動を規

制するもの】が多くあげられた｡また､差が小さいも

のには 【生活する態度に関するもの】【親子の触れ合

いに関するもの】【対人的なもの】が多く､差がほと

んどないものには 【子どもの反社会的行動-の規制】
が多かった｡そして､実行している程度が重要と考え

る程度を上回るものに ｢わがままをきく｣｢おけいこ
に通わす｣｢子どもをおしゃれにする｣の3項目があ
った｡

このことから､家庭を内面的､家庭の外の社会を外

面的とすると､内面的な親子間でやりとりが済まされ

るものに関しては意識と実行度の差が大きく､外面的

な家族以外の人とも関わりを必要とするものに関して

は意識と実行度の差が小さい､もしくは差がほとんど

ないという結果となった｡

また､近年子どもに対して親が甘いと言われている

が､その内容に関しては母親が模範的な行動を示して

いないとされるものであり､母親自身が養育者から受

けた子育ての中で身についているものに関してはそう

いった傾向がみられにくいと考えられる｡ただ､｢子
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どもと友達のように接する｣という項目において意識

と実行度に差がほとんどなかったことから子どもと友

達感覚で接している親子が実在すること､全体の傾向

として ｢スキンシップ｣｢一緒に過ごす時間を大切に
する｣割合が高いことから､母親の威厳的な側面が薄

れていると言え､このことが多少影響しているという

可能性は否定できないだろう｡

② グラフの頻度の視点から､1項目ずつ考察をすす

める｡

1) -aグラフの傾きがほぼ一致し､重要 ･実行と

もに程度の高いもの

この項目に関しては､母親の意識も高く､実際の実

行もともなっていると言うことができる｡｢悪いこと

をした時には叱る｣｢大人のいいつけを守るように言
う｣｢乱れた言葉遣いを注意する｣の 【子どもの反社
会的行動への規制】が3項目であった｡また､｢感謝

や謝罪の気持ちを言う｣｢家庭内での挨拶をさせる｣｢親
しい人へ挨拶をさせる｣の 【対人的なやりとり】に関

してのものが3項目あった｡その他の項目としては､

｢清潔を保つようにさせる｣の1項目があった｡

上記のとおり､意識も実行度も高いものは､【子ど

もの反社会的行動への規制】と 【対人的なやりとり】

に関してのものが多くを占めた｡このことから､母親

は子育てにおいて 『社会-の適応能力』を育むことに､

より重点を置いていると言えるだろう｡また､一方で､

母親の行動ではなく言語での規制が容易なことから､

実現しやすいこともまた1つの要因であると考えられ

るのではないだろうか｡

1) -bグラフの傾きがほぼ一致し､重要は ｢やや

重要｣実行は ｢ときどき実行｣の割合が高いもの

｢子どもに自分の話をする｣｢わがままをきいてや
る｣の2項目があった｡この項目については､最低限

必要なことと言うよりも､子育ての中のゆとりの1つ

と考えることができるのではないだろうか｡上記の2

つの項目は､威厳的な母親のイメージよりもより子ど

もと対等な関わりをもつ母親を連想させる｡度数の分

布には､多少のばらつきがあったものの.､ ｢やや重要｣

｢ときどき実行｣の割合が高かったことから､近年の

母親の全体的な傾向として 『子育ての中のゆとり』を

持っていると言えるだろう｡

1)-Cグラフの傾きがほぼ一致し､重要は ｢やや重

要 ･あまり重要でない｣実行は ｢ときどき実行 ･あ

まり実行せず｣の割合が高いもの

｢友達のように接する｣｢指示したことをしなくて
も､特に気にとめない｣｢大人と交流する機会をつく
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る｣｢家庭と幼稚園の違いを意識して子育てする｣の

4項目があった｡

この項目に関しては､重要と実行の2つのグラフの

重なりが多いことと､度数の分布が二分化されている

ことから､母親の意識にも二通りの考え方があると言

えるだろう｡特に ｢友達～｣に関しては､近年になり
多くとりあげられている項目であるが､全体の傾向と

してそれを断定することはできないと言うことがわか

った｡

2) -aグラフの傾きがあまり一致せず､重要は ｢重

要｣実行は ｢実行 ･ときどき実行｣の割合が高いも

の

｢時にはがまんをさせる｣｢物を大切にするよう伝
える｣｢食べ物の好き嫌いをなくすよう注意する｣の
【親の言葉による注意】が3項目あった｡｢スキンシ

ップを大事にする｣｢親子で過ごす時間を大切にする｣
の 【親子の触れ合い】に関するものが2項Hあった｡

｢基本的生活習慣をこまめに教える｣｢子どもの生活
時間を決める｣の 【子どもの生活について】のものが

2項目､その他に ｢叱るときには理由を伝える｣があ

った｡

この項目に関しては､親の重要であるという意識は

非常に高く､ある程度の実行もともなっているといえ

る｡ 【親の言葉による注意】については､

1)-aに挙げた 【子どもの行動を規制するもの】よ

りも､より子どもが自分の意見を主張できるものであ

ると考えられる｡つまり､近年の親は子どもを完全に

は抑制しない､と言うことができるのではないだろう

か｡親子の触れ合いについては､ある程度の実行度が

あることから､親の時間のゆとりの中で子どもと過ご

す時間を大切にし､また､その時間の過ごし方として

スキンシップを大事にしているのだろう｡

2) -bグラフはあまり一致せず､重要は ｢重要｣

実行は ｢ときどき実行｣の割合が高いもの

｢家庭の外へ連れ出し､たくさんの経験をさせる｣

｢自分のことは自分でさせる｣｢話をゆっくり聞く｣｢行
動をゆっくり見守る｣｢じっくり向き合って遊ぶ｣の
【大人の時間的な余裕を必要とするもの】か5項目あ

った｡｢本やテレビを見るときは姿勢を正させる｣｢よ

く歩かせたり､外で遊ばせる｣｢手伝いをよくさせる｣

の 【子どもの行動を指示するもの】が3項目あった｡

｢栄養バランスのとれた食事をとらせる｣｢子どもの
見本となるような言動をとる｣など親の 【親としての

役割に関するもの】が2項目あった｡その他は ｢個性

を大事にした子育てをする｣が1項目あった｡

この項目に関しては､重要と考える意識は高いが､

実際の実行度はともなっていない､言い換えると重要

と実行の間に少しズレが生じていると言える｡【大人

の時間的余裕を必要とするもの】は1)-aの同項目

と同様､日々の生活の中で母親は忙しく､望んでいる

よりも子どもと向き合う時間をとることができていな

いと考えられる｡

【子どもの行動を指示するもの】については､3項

目とも家の中の同じ空間で過ごしていれば即実行でき

るものであることから､尋ねられれば重要であると感

じるけれども普段はあまり意識していないのではない

かと推測できる｡【親としての役割に関するもの】も

ある程度の実行はあるが高い実行度ではないことは､

『親』として威厳を持ち模範的な振る舞いをしている

のではなく､肩肘をはらない自然な姿で親として子ど

も関わっているということなのだろうか｡

2)-Cグラフはあまり一致せず､重要は ｢重要 ･や

や重要｣実行は ｢ときどき実行｣の割合が高いもの

｢したいと思ったことを尊重して､それをさせる｣

｢自分のことは自分でさせる｣の 【子どもの主体性に

重きをおいているもの】2項目であった｡

この項目に関しては､重要と考える程度は二分して

いるが､実行は ｢ときどき｣の割合がたい-ん高いこ

とから､全体の傾向として､子どもの主体性について

はある程度認められていると言えるだろう｡

2)-dグラフはあまり一致せず､重要は ｢重要-塞

要でない｣へと減少しているが､実行は ｢実行 ･と

きどき実行 ･あまり実行せず｣の割合がほぼ一定の

もの

｢テレビを視聴の際は番組内容を選ぶ｣｢テレビの
視聴時間を決める｣の2項目であった｡

いずれもテレビに関するものであることから､グラ

フの傾きが似たようなものになったのであろう｡親の

重要と考える程度はやや高いが､実行があまりともな

っていないと言える｡これは､テレビというものが､

われわれの生活に根付いたものであり､親自身のテレ

ビの視聴の仕方が上記の項目をあまり意識していない

という結果を示しているのではないだろうか｡

3)重要と実行が逆転しているもの

｢髪型や服装をおしゃれにする｣｢おけいこや学習

塾に通わせる｣｢就学前に家庭で簡単な文字や数字を
教える｣の3項目であった｡

｢服装～｣に関しては､重要が ｢あまり重要でない｣
実行が ｢ときどき実行｣の割合が高いことから､必要

ということではないが外見が良いほうがよいという親

の気持ちの表れであろう｡ゆとりや豊かさの中で､社
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会が煽る ｢おしゃれ旋風｣を受けたおしゃれ意識の高

まりによる流行の産物と考えることもできるのではな

いだろうか｡また､｢文字～｣に関しては､重要と実
行のグラフの傾きがほぼ一致し､また減少している比

例のグラフであることから､実行している親は若干多

いものの就学前教育に関しては考え方がわかれており､

その考えの実行皮も非常に高いといえる｡｢おけいこ

～｣に関しては重要が ｢あまり重要でない｣の割合が
高いにも関わらず実行は ｢実行｣の割合が最も高い結

果となった｡幼児期に習い事をする割合が近年増加し

ているが､早期教育に期待をよせているというよりも

むしろ､皆がしているから･友達ができるからといっ

た理由で始めているということなのだろうか｡

･グラフの頻度の視点からのまとめ

1の重要と考える程度と実行している程度のグラフ

の傾きがほぼ重なるものは親の意識している程度に親

の行動が伴っているものといえる｡重要と考える割合

が高いものに 【子どもの反社会的行動への規制】【対

人的なやりとり】があった｡このことから､近年の親

は子育てにおいて､子どもに社会への適応力や対人関

係を上手く築ける能力を育むことを大切にしているこ

とがわかる｡また､ある程度の実行度が認められたの

は 【子育ての中のゆとり】を含む項目である｡親と子

の境界線を引いているのではなく､柔軟性のある親子

関係が垣間見られることだろう｡そして､重要と考え

る程度と実行している程度の意見が二分したものの中

に ｢友達のように接する｣という項目があった｡これ

は､子どもと対等関係に立つべきという考えと､親と

子のそれぞれの立場をきちんと確立すべきという考え

の反映であると思われるものがほぼ半数ずつという結

果となった｡このことから､親としての子への関わり

は､従来の境界線をひいた固い関係でなく､やわらか

な関係へと移行してきていると言うことができる｡親

としての役割を柔軟な親子関係の中で果たしていると

いうのが近年の傾向ということができるのではないだ

ろうか｡

2の重要と考える程度と実行している程度のグラフ

の傾きがあまり一致しないものは､親の意識している

程度ほど実行がともなっていないものということがで

きる｡親の意識が高く若干実行が劣るものとして 【親

の言葉による注意】【親子の触れ合いに関するもの】【生

活に関してのもの】があった｡だが､これらの項目に

対しては､通常､理想と実際には多少のズレがあるも

のとされることから実行度は割合高いとも考えられる｡

口頭による注意や子どもの生活に関しては､日常生活

に根ざしたものであるため実行度が高いのであろう｡

親子の触れ合いについては､子どもへの愛情を直接的
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に表現する傾向があると考えられる｡

親の意識が高くある程度の実行に抑えられているも

のに 【大人の時間的余裕を必要とするもの】【子ども

の行動を指示するもの】【親の親としての役割に関す

るもの】があった｡近年の親は思っている以上に子ど

もと向き合う時間を確保できていないことがわかる｡

そして､上記にもあるように親子の触れ合いを大切に

していることから親子関係は完全な縦の関係ではなく

なっているといえるだろう｡もしこれが､子どもの行

動への指示の弱きにつながっているのだとすれば重要

視しなければならない問題である｡子ども時代に獲得

しておかなければならない体力や姿勢を得るタイミン

グを逃す可能性を含まれているからだ｡また､それは

親が模範的態度を示していないものであると言うこと

ができないだろうか｡利便性を追求した生活は得るも

のも大きいが失うものも大きいということを念頭にお

いて生活している人がどれだけいるというのだろう｡

その面においては､親の意識改革が必要であると考え

る｡ただ､模範的態度に関して ｢ある程度｣の実行度

であることは､家庭の教育力の低下と直接的に結びつ

くことであるかもしれないが､一方で ｢ある程度｣と

いうことが親自身も自然な生活をおくる中で親として

の役割を果たしていると考えることもできるだろう｡

｢重要 ･やや重要｣と考える程度が同数であり､実

行は ｢やや実行｣が高かったものが 【子どもの主体性】

に関するものであった｡小学生の親を対象にした調査

で子どもに育みたいものの1位が ｢自分の意見をはっ

きりいう｣であったにも関わらず､今回の調査では重

要 ･実行共に数値がある程度であったのは､調査対象

が幼稚園児だったからであろうか｡幼稚園児の年齢で

は､主体性はある程度認められているが親の判断によ

るところも大きいといえる｡

実行が ｢あまりしていない｣が最も多かったのが 【テ

レビ視聴】に関してである｡テレビが親にとっても幼

児にとっても大変身近な存在であり､視聴態度を日々

の生活の中で あまり意識していないことがうかがえ

る｡

3の重要と実行が逆転しているものは 【近年の子育

ての傾向】としてとらえられているものであった｡お

けいこもおしゃれも ｢あまり重要でない｣という意見

が最も高かったことから､重要であると感じていての

実行ではなかったことがわかる｡それは､周囲の環境

や社会の変化に影響を受けてのことであろう｡文字や

数字に関しては重要 ･実行ともに肯定的な意見が多く

就学前の文字習得は一般的になりつつあるようだ｡
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第2節 保護者の子育てに関する考え方と､保護者が

養育者から受けた子育てとの関連について

1.家庭の教育力の低下について

家庭の教育力の低下について ｢一般的にみて｣の肯

定意見が約76%だったの,に対し ｢自身周辺｣では肯

定意見は約53%にとどまった｡どちらも､肯定的が

半数以上を占めたことには変わりはなく今日の課題を

再確認した結果となったが､その両者の差には大いに

注目すべきであろう｡一般が高い割合となったのは､

社会の風潮が家庭の教育力の低下を危倶したものであ

り､その影響も受けていると考えられる｡実際に子育

てをしている母親自身は ｢あまりそう思わない｣とお

互いのことを感じているとすれば､現養育者は家庭の

教育力の低下について強く意識せず子育てを行ってい

ると考えられる.ただ､社会に対しての低下 (一般)

には､幼稚園児以外も対象に含まれることから安易に

自身周辺では教育力の低下は少ないと考える危険性は

捨てきれない｡

2.養育者と自分の子育ての関係について

回答者が受けた養育と現在おこなっている子育てと

の関連について､考え方が共通している場合には親の

養育が行動として表れ､共通していない場合には親の

養育とは類似していないことがわかった｡また､類似

している程度は ｢やや思う｣と回答した割合が最も多

く､次いで ｢あまり思わない｣の割合が高かった｡考

え方が共通していると ｢思う｣と答えた割合はわずか

15%であり､親から受けた養育をそのまま実践してい

る家庭は少ないといえる｡このことから､養育者から

受けた子育てと現在母親が行っている子育七の関連性

はあまり強いものではなく､影響を受けながらも自分

流の子育てを実践していると言ってよいだろう｡

3.養育者の子育てからの取り入れについて

養育者の子育ての中で ｢好きな所 ･良かったと思う

所｣を取り入れている割合は非常に高く､｢嫌いな所｣

を自然と行っている割合は ｢ある程度｣｢あまり取り
入れていない｣が同数であり意見を二分した｡母親は

自身の受けた養育に対して良いと感じられたものに関

しては ｢現在の子育ての中で実践している｣というこ

とになり､養育を受けた子どもからみて良いと感じら

れたことに関しては親から子へ受け継がれていってい

るといってよいだろう｡また､実行度が高いことから､

子どもの視点からも好感の持てる子育てやそこから育

まれるものについては教育力の低下はみられにくいと

考えられる｡嫌いな所に関してであるが､嫌いにも ｢子

どもを否定するもの｣と ｢自由を子どものために制限

するもの｣の二つがある｡だが､どちらの項目も3-

4割のある程度の実行度を保持していることから､幼

いころから身についた養育はなかなか抜け出せないこ

とがわかる｡

4.子どもの育ち-の願いについて

子育ての中で､｢このような子どもに育ってほしい｣

という願いを持ちながらも実際にはそのことを意識し

て育児をする親の割合はやや低いという結果となった｡

このことは､子どもの育ち-の理想は抱いているにも

関わらず､実際の生活の中では ｢ある程度｣意識しな

がらも特別な日々を送っているわけではないというこ

とが言えるだろ｡

5.子育て-の自信や不安について

子育て-の自信があるかという問いに対して ｢あま

りない｣という回答が半数以上を超え､親は育児不安

と背中合わせで子育てをしていると言える｡しかし､

｢不安はあるか｣と ｢不安があった時の解決策｣のグ

ラフが同じ傾きをみせ､肯定意見が7割前後であった｡

このことから､不安と同じ割合だけ解決策があり､悩

んだり迷ったりしながらも自分なりの子育てを少しず

つ探し出している親の姿が伺える｡

第6章 まとめ

第1節 家庭の教育力の低下の現状について

｢家庭の教育力は低下した｣という社会の声に対し､

｢もともと家庭に教育力はなかった｣(2003野々山)

という声も聞かれる｡しかし､近年の子どもの変化を

危倶する多数の意見を､家庭と切り離すということは

考え難いことである｡家庭における子育てを ｢教育｣

と捉えた場合に､親の意識の変化が ｢教育｣の変化を

生み出し､その ｢教育｣の変化が子どもの変化を生み

出している､というのが今回の研究の前提となる考え

であった｡

調査の結果は､【子どもの反社会的行動への規制】【対

人的なやりとり】【親子の触れ合いに関するもの】に

ついては教育する力が強く､【大人の時間的余裕を必

要とするもの】【子どもの行動を規制するもの】に関

しては教育する力が低い､というものであった｡つま

り､近年の親は､他人とのやりとりが加わる社会的な

面については大変重要であると考え､育児の中でも意

識して子育てを行っている｡だが一方で､家庭内にお

ける子どもの生活面-の関わりについては､重要と感

じているほどには実行できていない､ということがわ

かった｡これらについて仮説の検証を行った場合､仮

説1の ｢近年の親は､社会的な項目に関して重要と考

え､実行も伴っている｣に関しては証明された､と言

えるだろう｡しかし､仮説2の ｢近年の親は､家庭の
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中で行われる親子間のやりとりが中心になる項目に関

しては重要と考える程度も実行している程度も低い｣

に関しては､ ｢実行している程度は低い｣ということ

は証明されたが ｢重要と考えている程度は高い｣とい

う重要と考える程度は逆の結果となった｡つまり､家

庭の中で行われるものの中でも､子どもの行動の規制

など親が模範的な行動をとることが必要である項目で

は､ ｢教育する力の低下｣がみられる､と言える｡｢見
本となる言動をとる｣という項目に対しても ｢ある程

度｣の実行度である親が大変多いことから､威厳的な

親から等身大の親へ移行してきていると捉えることも

できるであろう｡しかし同時に､親の模範意識の低下

により､子どもの人的環境からの自然習得の減退につ

ながっているということも忘れてはならない｡また､

重要と考えている程度以上に実行している程度が上回

ったものに ｢お稽古や学習塾に通わせる｣という項目

があった｡これは､仮説3の ｢近年の親は子どもの教

育に関して早期から学ばせることが必要だと考え､ま

たそれを実行している｣と検証すると､実行している

割合は高いもののあまり重要であるとは考えていない､

という結果となった｡これらの結果は､社会の流れに

ながされている親が多数いることを裏付けると共に､

確かに学歴中心の社会から ｢ゆとり｣を求め始めた親

の姿の反映であるといえる｡

第2節 羊育者の子育てと近年の親の子育てとの関連

について

本調査において､近年の親は自分の養育者から受け

た育児をそのまま実践しているのではなく､影響を受

けながらも自分流の子育てをしている､ということが

わかった｡そして､その内容については ｢好きな所 ･

良かったと思う所｣を取り入れている割合は非常に高

く､｢嫌いな所｣を自然と行っている割合は意見を二

分した｡これらを教育する力の低下の是非を問う判断

材料とする時､少なくとも親の意識は ｢低下していな

い｣という認識を持っていると考えられるであろう｡

やはり､家庭の教育力の低下の原点は ｢力不足｣では

なく ｢意識の変化｣にあると言える｡

第3節 幼稚園側の見解と親の意識との関連について

予備調査において､幼稚園の教諭へ ｢近年の保護者 ･

子どもの傾向｣を尋ねたが､共にマイナスを示す回答

が多数を占めた｡本調査との比較の結果､保育者と保

護者に大きな差があったものは ｢きちんと怒れない親

の増加｣であった｡保護者は､｢悪いことをしたとき

には叱る｣という項目に対して重要 ･実行共に非常に

高い割合が肯定している｡このことは何を指し示して

いるのであろうか｡これらは､保育者が家庭に求めて
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いるものと､家庭が必要と感じているものの基準のラ

インにズレが生じているといえるのではないだろうか｡

このズレは､近年の親の養育者世代とも生じていると

考えることができ､これが､社会が ｢家庭の教育力低

下｣を感じている要因の一つと捉えることができるで

あろうと思う｡

第4節 家庭の教育力の低下とは

当論文では､｢親の意識の変化｣に焦点を当てて家

庭の教育力の低下の是非を論じてきた｡社会のもつ昔

の家庭のイメージは厳格なものであるが､その厳格さ

が崩れ､等身大の肩肘をはらない自然な子育てを行っ

ているのが近年の親であると思う｡等身大の親として

接することは､子どもにとって親をより身近に感じる

ことができ､より多くの愛情を直接的に受け取ること

ができるという意味で大変意義深いことであると思う｡

しかし､その崩す程度によっては､子どもの心身の健

やかな成長に影響を及ぼす可能性も否定できない｡今

回の調査を進める中で､ ｢重要と尋ねられれば重要で

あると感じるが､実際にはあまり意識して生活してい

ない｣という項目もいくつか見うけられた｡子どもは

親を見て育つものである｡ゆとりの中で対等な親子関

係を築くにあたっても､やはり ｢見本｣としての模範

的な親の行動は子どもの発達にとって最低限必要なこ

とであろう｡家庭の教育力の低下は厳格な子育てを崩

す 『程度』の問題でもあり､ ｢子どもの見本｣である

ことの自覚の啓発を広めていくべきであろう､と筆者

は考える｡

第7章 おわりに

｢子どもの変化｣が問題視されている近年は､その

子ども-の教育の責任を家庭に返すことが一般的とな

っている｡その中において､高度経済成長期をきっか

けとした教育する家族の ｢母子密着型の子育ての歪み｣

を要因とする研究はいくつか見られたが､｢親の意識

の変化｣に注目した研究はほとんど見られなかった｡

｢最近の親は-･｣といったような近年の親に対して
批判的な見方を示す人達がいる一方で､育児雑誌の人

気ぶりに反映しているように子育てに関して熱心な親

が増加しているという現状がある｡本研究では､｢い

つの時代も親は子育てに懸命である｣という論理を根

本において､｢家庭の教育力が低下した｣といわれる

背景にあるものを問うことをテーマとした｡そして､

近年の親は ｢教育力｣がないのではなく､重要である

と強くは感じていない､つまり ｢意識が変化したので

はないだろうか｣という仮設を立てて研究を進めてき

た｡
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この結果､家庭の ｢中｣に関連するものについては

実行度が低く､｢外｣に関係している項目については

実行度が高いということがわかった｡しかし､現場の

幼稚園の声は ｢外｣の項目に関連する ｢きちんと叱れ

ない親｣や ｢過保護｣な親の増加を指摘している｡こ

のことは､親の子育てに関して求める度合いや満足度

に園と親のズレが生じているのではないかと考えられ

るであろう｡さらに両者の求める程度の違いについて

明らかにされるべきであると思う｡また､近年の親は､

親から受けた養育の中で ｢好き｣｢良いと思う｣と感
じるものは実行していると回答していた｡このことに

関しても､近年の親の教育する ｢力｣が低下したので

はないという見解ができるが､昔と今の子育てに求め

る程度に違いがあるとも考えることができる｡本研究

は､家庭の教育力の低下の詳細を明らかにし､また､

知識教育についてもそんなには重要とは感じていない

という近年の親の傾向を明らかにしたという点では意

義のあったものであると思う｡今後は､これらの結果

をふまえ､上記に述べた二つのズレに関して更なる調

査を広げていけたらと思う｡そして､家庭の教育の低

下が問題とされている今の社会の中で､子ども達に最

も望ましい家庭教育の在り方を模索していきたい｡
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